




気づき
• 自分を生かしてくれているもの、支えてくれているものに改

めて気づき感謝を新たにした。
• ごみの問題は知っていても、ペットボトルを買ってしまうし、

ときにはプラスチックのお弁当まで買ってしまう。問題と自分
の行動をつながなくては。

• 「生きる」ってことはすごく大変。
• 「お金で買っているんだからいいでしょ」という感覚はすごく

危険だし、あまりに無知だと思う。
• 物がなくても知恵を使えばいくらでもそれと同等の物が作れ

ること、また、そういった知恵の大切さ・・・モノにあふれてい
る私達は考えることが出来なくなっているのかもしれないと
思った。

• とにかく、自分の「生」の定義が変わりました。

• みんなで協力すればこわくない。

(Dewey, 1973; Hopkins & Putnam, 1993)

自然の中での活動



自然に近い暮らし

見えてきたこと

• 自然との関係
– 少数民族らや大地とつながる人々の深い智恵と
哲学の中に持続可能な社会へのヒント

• グローバリゼーションの功罪
– 土地からのかい離、身体性の欠如

– 格差、飢餓、生物多様性劣化、生物の速度を越
えた速さ、希薄な生の感覚

• 地域･場の視点

– 身体性を持つ多様な関わり

– 自分は何者か
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地域に根ざした教育

伝統文化地域の環境

教育
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環境教育を通した地域作りの試み

TAPPO南魚沼やまとくらしの学校


